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梓川の
世帯数・人口

③ 2020（令和 2）年9月30日（水）

増水した梓川（下島橋付近）

開
始
」
な
ど
を
待

た
ず
、
親
せ
き
や

知
人
宅
な
ど
の
安

全
な
場
所
に
自
主

的
に
避
難
を
始
め

る
。

⑵
「
避
難
情
報
発
令
の
避
難
」、

避
難
情
報
発
令
後
に
指
定
避
難
所

へ
の
避
難
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら

も
私
た
ち
を
大
雨
災
害
か
ら
守
る

大
事
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
に
豪
雨
時
に
は
「
い
つ
・

誰
が
・
何
を
す
る
か
」
を
整
理
し

た
避
難
行
動
予
定
表
（
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
）
を
作
成
す
る
こ
と

が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
前
の

自
主
避
難
時
の
注
意
事
項

内
閣
府
資
料
を
参
考
に
危
機
管

理
課
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

梅
雨
前
線
の
影
響
で
７
月
７
日

か
ら
8
日
に
か
け
て
大
雨
と
な
り
、

松
本
地
域
に
、
午
前
６
時
43
分
大

雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
、
市
は

市
内
全
域
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
、

梓
川
地
区
は
7
時
15
分
に
梓
川
公

民
館
を
指
定
避
難
所
と
し
て
初
め

て
開
設
し
ま
し
た
。

指
定
避
難
所
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
で
受
付
に
体
温
計
と
手
指
消
毒

ア
ル
コ
ー
ル
も
用
意
し
、
大
雨
の

中
を
避
難
さ
れ
た
最
初
の
避
難
者

を
受
け
入
れ
、
お
年
寄
り
は
車
い

す
を
利
用
し
て
談
話
室
に
案
内
し

ま
し
た
。
そ
の
後
も
計
10
世
帯
14

人
の
避
難
者
が
あ
り
、
避
難
者
か

ら
「
梓
川
が
増
水
し
て
不
安
で
避

難
し
て
き
た
」
と
話
し
、
今
回
の

大
雨
が
大
き
な
災
害
と
な
ら
な
い

よ
う
に
願
い
ま
し
た
。

梓
川
地
区
内
で
は
、
八
景
山
、

大
久
保
町
会
な
ど
で
沢
の
土
砂
崩

落
や
水
路
か
ら
の
越
水
の
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
天
候
が
回
復
し
午
後

4
時
ま
で
に
避
難
者
の
方
全
員
が

帰
宅
を
し
、
安
心
し
ま
し
た
。

豪
雨
時
の
避
難
の
種
類
は
、
左

表
⑴
「
自
主
避
難
」、
市
が
発
令
す

る
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

①���

安
全
な
状
況
・
場
所
に
い
る
と

き
は
、
避
難
所
に
行
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

②���

避
難
先
は
、
安
全
な
親
せ
き
宅

な
ど
へ
の
避
難
も
考
え
る
。

③�

マ
ス
ク
・
体
温
計
な
ど
は
自
身

で
携
行
す
る
。

④���

指
定
避
難
所
が
変
更
・
増
設
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

市
Ｈ
Ｐ
を
確
認
す
る
か
危
機
管

理
課
（
３
３
︱

９
１
１
９
）
に
問

い
合
わ
せ
る
。

⑤���

豪
雨
時
、
特
に
夜
間
の
移
動
は

自
動
車
も
含
め
て
危
険
で
す
。

明
る
い
う
ち
に
、
早
め
の
避
難

を
開
始
す
る
。

・�

テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

情
報
収
集

ト
、
松
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・�

防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
子
局

（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）

　
※�

聞
き
逃
し
た
と
き
は
、
次
の

電
話
サ
ー
ビ
ス
で
聞
き
直
す

・
電
話
サ
ー
ビ
ス
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コード

を
学
ぶ
べ
く
、
防
火
水
槽
清
掃
、
自

治
防
災
会
の
消
火
栓
放
水
指
導
な
ど

を
行
い
、
火
災
出
動
や
大
雨
な
ど
の

災
害
警
戒
に
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発

揮
し
て
地
区
の
安
全
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

定
員
数
に
足
り
て
い
ま
せ
ん
。
団

員
確
保
は
大
変
厳
し
い
現
状
で
す
。

現
在
各
町
会
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
若
者
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
ま
で
幅
広
く
団
員
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

問
合
せ
先　

松
本
市
消
防
防
災
課

（
３
３
︱

１
１
９
１
）

松
本
市
消
防
団
第
35
分
団
は
、
梓

川
西
部
の
八
景
山
、
花
見
、
上
野
、

丸
田
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
現

在
28
人
の
団
員
で
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
定
員
数
の
30
人
に
は
達
し

て
い
な
い
状
況
で
す
。

定
期
的
な
訓
練
で
、
規
律
や
基
礎

台風・豪雨時の避難所

梓
川
公
民
館（
地
区
公
民
館
）

⑴　自主避難所
　松本市が避難情報を発令する
以前に、梓川公民館の避難受入れ
準備が整っている状況において、
避難を希望する住民がいる場合
は、自主避難所として開設する。
　自主避難とは、避難者が自己の
判断で避難するもの
⑵　指定避難所
　松本市が避難情報を発令後、
①�全地区に開設する場合は、市内
全域に被害がおよぶと想定さ
れる台風や豪雨が予想される
場合に、梓川公民館など全地区
公民館に開設する。
②�特定地区に開設する場合は、局
所的に土砂災害や浸水の危険
が高まった場合に、該当する地
区公民館に開設する。

※�避難する際は、原則として食事・着
替えなどを持参してください。

梓
川
公
民
館

　
図
書
委
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

梓
川
公
民
館
の
蔵
書
約
３
５
０
冊
を

入
れ
替
え
、
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

消
防
団
員
募
集
！

第35分団長
田中　雅樹

世帯数 4 , 7 0 6 戸
人　口 12 , 5 5 8 人
男 6 , 2 0 0 人
女 6 , 3 5 8 人

（令和２年.9.1現在）

大
雨
災
害
に
備
え
て
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諏訪神社

花見公民館

諏訪神社
■

至大宮熱田神社

山麓線

小室公民館

大妻神社■

倭交差点

梓川東
保育園

南大妻公民館

48

278

９月30日号は、花見・小室・
南大妻公民館を紹介します。
　　 が公民館の位置です。

梓川地区 町内公民館の紹介

南大妻公民館

小室公民館

花見公民館
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南
大
妻
町
会
は
全
２
６
３
戸
で

構
成
さ
れ
る
活
気
あ
る
町
会
で
す
。

公
民
館
は
昭
和
61
年
に
現
在
の

形
に
建
て
替
え
ら
れ
、
毎
年
バ
ス

旅
行
、
長
寿
会
、
家
庭
教
育
学
講

座
な
ど
充
実
し
た
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
中
で
も
８
月
に
大
妻

神
社
の
境
内
で
行
わ
れ
る
盆
踊
り

大
会
は
、
育
成
会
や
有
志
の
未
来

会
と
の
共
同
で
、
お
化
け
屋
敷
や

流
し
そ
う
め
ん
、
飲
食
や
金
魚
す

く
い
な
ど
が
無
料
提
供
さ
れ
る
一

大
夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
皆
が

踊
り
で
心
を
ひ
と
つ
に
盛
り
上
が

り
一
層
の
き
ず
な
を
深
め
ま
す
。

残
念
な
が
ら
中
止
が
相
次
ぐ
本

年
で
す
が
、
そ
ん
な
中
で
新
し
い

町
会
の
ス
タ
イ
ル
も
模
索
中
で
す
。

小
室
公
民
館
の
主
な
行
事
は
、夏

の
球
技
大
会
、
敬
老
会
、
お
正
月

の
し
め
縄
作
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
行
事
も
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
全
世
代
の
交
流
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
お
正
月

の
し
め
縄
作
り
で
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
先
生
が
、
小
学
生
の
子
ど

も
た
ち
に
ワ
ラ
か
ら
し
め
縄
の
作

り
方
を
手
解
き
し
、
一
緒
に
作
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
は

苦
戦
し
ま
す
が
、
最
後
に
は
立
派

な
し
め
縄
を
作
る
事
が
で
き
ま
す
。�

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

住
民
の
交
流
や
伝
統
行
事
は
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
も
鎮

ま
る
様
子
も
無
く
、
地
区
の
行
事

も
次
々
と
中
止
と
な
り
、
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

花
見
地
区
で
は
、
毎
年
正
月
の

１
月
１
日
に
御
柱
と
い
う
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
朝
６
時
か
ら
子
ど

も
た
ち
と
大
人
た
ち
で
御
柱
の
飾

り
付
け
を
始
め
ま
す
。
初
日
の
出

が
上
が
る
と
と
も
に
、
皆
で
力
を

合
わ
せ
て
太
陽
の
方
向
に
向
け
て

掛
け
声
を
か
け
、
御
柱
を
立
て
ま

す
。
無
事
に
御
柱
が
立
つ
と
皆
で

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
新

年
の
挨
拶
を
か
わ
し
、
御
神
酒
と

餅
を
食
べ
ま
す
。
御
柱
は
正
月
三

が
日
を
過
ぎ
た
ら
倒
さ
れ
ま
す
。

柱
に
飾
っ
て
あ
っ
た
オ
ン
ベ
は
各

戸
に
配
ら
れ
、
無
病
息
災
の
お
守

り
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
伝
統

の
あ
る
行
事
を
絶
や
さ
な
い
た
め

に
も
、
早
く

コ
ロ
ナ
が
終

息
す
る
こ
と

を
祈
り
ま

す
。

あ
ず
さ
っ
子
見
守
り
隊

梓
川
地
区
に
は
、『
あ
ず
さ
っ
子

見
守
り
隊
』
と
い
う
小
学
生
・
中

学
生
の
登
校
時
の
見
守
り
活
動
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
す
。

早
朝
か
ら
緑
色
の
ビ
ブ
ス
（
ベ
ス

ト
）
を
着
た
方
を
み
か
け
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
現
在
15
人
の

隊
員
の
方
が
活
動
し
て
お
り
、
安

心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

毎
朝
7
時
か
ら
ご
夫
婦
で
活
動

を
し
て
い
る
隊
員
の
丸
山
弘
さ
ん

（
南
大
妻
）
は
、「
子
ど
も
を
見
守

り
な
が
ら
通
学
路
を
一
緒
に
歩
き
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ

て
い
る
」
と
、
ま
た
「
隊
員
数
は

減
少
傾
向
に
あ
っ
て
、
も
う
少
し

大
勢
の
目
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
今
よ
り
一

層
安
心
が
広
が
り
良
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

見
守
り
隊
の
活
動
は
、
時
間
や

回
数
の
指
定
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
取

り
組
み
、
都
合
の
良
い
日
、
で
き

る
日
に
行
い
、
無
理
な
く
長
く
続

け
て
も
ら
う
運
営
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
是
非
多
く
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
問
合
せ

と
申
し
込
み
は
、梓
川
公
民
館
（
梓

川
支
所
内
）
に

お
願
い
し
ま

す
。（
☎
７
８
︱

３
０
０
０
）


